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第 83号	 小山シルバーだより	 令和 4年 1月 25日（2） 
二
〇
二
二  

年
頭
所
感

�

理
事
長
　
生
井 

克
明

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
令
和
四
年
の

清
々
し
い
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
判
明
し
ま
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
問
題
は
セ
ン
タ
ー
運
営
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

予
定
し
て
い
ま
し
た
事
業
や
研
修
会
は
中
止
せ
ざ
る
得
な
い
状
況
が

続
き
、
総
会
は
、
極
力
代
表
者
に
よ
る
開
催
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

幸
い
９
月
末
に
は
、
感
染
者
数
が
減
り
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
昨
年
は
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
は
無
事
、
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
員
作
品
展
に
併
せ
て
、「
バ
ザ
ー
」
を
企
画
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
会
員
の
皆
様
か
ら
野
菜
の
寄
贈
を
受
け
、
開
催
で
き
ま
し
た
。

「
バ
ザ
ー
」
は
好
評
で
完
売
で
し
た
の
で
、
良
い
交
流
の
機
会
と
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
想
定
し
、
ス
テ
ー
ジ
部
門
や
食
事
の
提

供
を
し
な
い
縮
小
開
催
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
明
け
、
セ
ン
タ
ー

が
ス
ム
ー
ス
に
運
営
で
き
、
盛
大
な
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
で

き
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

暮
れ
に
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
は
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、

新
し
い
変
種
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
油

断
せ
ず
、
三
密
を
避
け
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
マ
ス
ク
着
用
に
心
が
け
、

感
染
を
防
い
で
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

新
理
事
あ
い
さ
つ渡辺 

一
夫

　

2
0
1
8
年

に
68
歳
で
入
会

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
夏
に
出
井
の
Ｊ
Ｔ
に
て

初
仕
事
、
葉
タ
バ
コ
の
芽
欠
き
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
真
夏
の

野
外
の
仕
事
で
大
変
暑
か
っ
た
で
す

が
、
大
汗
を
か
い
た
後
は
気
持
ち
よ

か
っ
た
記
憶
が
有
り
ま
す
。

　

現
在
は
市
役
所
に
て
、
休
日
夜
間

受
付
業
務
に
就
業
し
て
お
り
ま
す
。

　

理
事
と
し
て
の
担
当
業
務
は
職
群

班
、
安
全
委
員
会
を
担
当
し
て
お
り

ま
す
。
会
員
の
皆
様
が
安
心
、
安
全

に
お
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
職
場
訪
問
等
で
お

会
い
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
趣
味
の
ハ

イ
キ
ン
グ
、
自
治
会
活
動
に
携
わ
っ

て
お
り
、
結
構
忙
し
い
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。

新
理
事
あ
い
さ
つ

専
務
理
事
　
持
田 

幸
廣

　

私
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
早

16
年
に
な
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
基

本
理
念
「
自
主
自
立
・
共
働
共
助
」

を
念
頭
に
置
い
て
、
業
務
に
携
っ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
の
好
き
な
言
葉
に
「
燈

燈
無
盡
」
が
あ
り
ま
す
。「
燈
燈
」
は
、

尽
き
る
こ
と
無
し
と
い
う
意
味
で
す
。

私
は
、
理
事
と
し
て
会
員
の
皆
様
と

強
い
絆
の
も
と
、
基
本
理
念
を
自
覚

し
て
、
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
の
地
元
、
絹
地
区
は
「
本
場
結

城
紬
」
の
産
地
で
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
、
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。



	（3）令和 4年 1月 25日	 小山シルバーだより� 第 83号

掲　示　板
●
　
理
　
事
　
会

令
和
３
年
度
第
５
回
（
８
月
26
日
）

＊�
正
会
員
・
男
性
４
名
の
入
会
承
認

＊�
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
2
0
2
1
の
実
施
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
第
６
回
（
９
月
22
日
）

＊�

正
会
員
・
男
性
２
名
、
女
性
２
名
の
入
会
承
認

＊�

見
積
基
準
単
価
検
討
委
員
会
設
置
規
程
の
制
定

＊�

理
事
長
、
副
理
事
長
、
専
務
理
事
の
職
務
執
行
状
況

報
告

令
和
3
年
度
第
７
回
（
10
月
28
日
）

＊�

正
会
員
・
男
性
４
名
の
入
会
承
認

＊�

セ
ン
タ
ー
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に

関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

＊�

令
和
３
年
度
補
正
予
算
（
第
２
号
）

令
和
３
年
度
第
８
回
（
11
月
25
日
）

＊�

正
会
員
・
男
４
名
、
女
性
８
名
の
入
会
承
認

＊�

情
報
公
開
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

＊�

会
員
倫
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

＊�

令
和
３
年
度
得
意
先
訪
問
に
つ
い
て

●
　
総
　
務
　
部
　
会

令
和
3
年
８
月
３
日

＊�

情
報
公
開
規
程
の
検
討
（
県
内
セ
ン
タ
ー
の
調
査
））

＊�

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
2
0
2
1
の
検
討

令
和
3
年
９
月
８
日

＊�

８
月
公
募
の
結
果
に
つ
い
て

＊�

地
区
別
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
実
施
に
つ
い
て

令
和
3
年
10
月
６
日

＊�

県
連
合
主
催
の
シ
ニ
ア
女
性
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー（
会

場
：
小
山
市
）
時
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
・
配
布

令
和
3
年
11
月
10
日

＊�

地
区
別
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
結
果
と
反
省

＊�

２
月
公
募
時
の
課
題
に
つ
い
て

●
　
事
　
業
　
部
　
会

令
和
３
年
８
月
５
日

＊�

簡
易
エ
ア
コ
ン
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
試
行
報
告

＊�

事
業
所
訪
問
報
告

＊�

普
通
救
命
講
習
報
告

＊�

女
性
会
員
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告

令
和
３
年
９
月
２
日

＊�

女
性
委
員
会
に
よ
る
小
物
づ
く
り
実
施
報
告

令
和
３
年
10
月
７
日

＊�

事
業
所
訪
問
報
告

＊�

小
物
づ
く
り
実
施
報
告

令
和
３
年
11
月
４
日

＊�

事
業
所
訪
問
報
告

＊�

下
半
期
研
修
会
計
画

●
　
広
　
報
　
部
　
会

令
和
３
年
８
月
20
日

＊�
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
82
号
の
編
集

令
和
３
年
９
月
11
日

＊�
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
82
号
の
編
集
、
校
正

令
和
3
年
９
月
24
日

＊�

か
わ
ら
版
27
号
に
つ
い
て

令
和
3
年
10
月
15
日

＊�

市
内
全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
に
つ
い
て

令
和
3
年
10
月
29
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
83
号
の
企
画
、
編
集

令
和
３
年
11
月
12
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
83
号
の
企
画
、
編
集

令
和
３
年
11
月
26
日

＊�

シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
83
号
の
企
画
、
編
集

三
部
会
構
成
員
（
令
４
・
１
・
１
現
在
）

総
務
部
会	

部
会
長	

藤
倉
拓
治
副
理
事
長

	

副
部
会
長	

持
田
幸
廣
専
務
理
事

運
営
組
織
総
括	

�

持
田
幸
廣
専
務
理
事
、
近
江
孝
信

会
員
開
発
担
当	

�

藤
倉
拓
治
副
理
事
長
、
安
藤
和
夫

長
克
己
、
飯
島
辰
夫
、
高
木
富
江

適
正
就
業
担
当	

�

斎
藤
優
理
事
、
赤
坂
孝
雄	

星
和
光

地
域
貢
献
担
当	

�

小
林
充
親
理
事
、
大
橋
章	

三
田
秀
男
、
青
木
利
夫	

小
高
次
男
、
森
利
英	

小
野
原
久
夫

広
報
部
会（
広
報
・
編
集
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
合
同
）

	

部
会
長	

生
井
克
明

	

副
部
会
長	

塚
野
京　

渡
邉
裕
紀
、
岩
村
計
行	

西
田
勝
美
、
渡
辺
シ
ノ	

武
井
秀
司
、
佐
々
木
茂
二	

近
江
孝
信

事
業
部
会	

部
会
長	

伊
澤
三
千
夫
理
事

	

副
部
会
長	

野
中
昭
男
理
事

職
群
担
当
・
安
全
委
員
会

	
�

伊
澤
三
千
夫
理
事	

渡
辺
一
夫
理
事
、
高
橋
乙
二

就
業
開
発
担
当	

�

野
中
昭
男
理
事
、
高
尾
力
理
事	

角
田
速
夫
、
江
原
輝
雄	

大
平
雄
次
、
生
井
克
明
理
事
長

研
修
担
当	

�

小
林
信
治
理
事
、
村
上
銀
次
郎	

吉
澤
幸
一

女
性
委
員
会	

�

伊
澤
三
千
夫
理
事
、
高
木
富
江	

原
田
利
江
、
中
島
チ
ヨ



第 83号	 小山シルバーだより	 令和 4年 1月 25日（4）

令和３年度 地区別クリーン作戦
　今年度の地区別クリーン作戦は、普及啓発促進月間の基準日の第３土曜日である10月16日に実施さ
れました。これまで３年続きの雨でしたが、今年は天候にも恵まれ、多くの会員が参加されました。

小山B地区
地区長　伊藤 晴二

大谷B地区
地区長　山中 英雄

美田地区
地区長　飯村 一郎

桑絹地区
地区長　角田 速夫

間々田地区
地区長　高橋 左吉

大谷A地区
地区長　岡野 好則

小山A地区
地区長　橋本 幸泰



	（5）令和 4年 1月 25日	 小山シルバーだより� 第 83号

大
谷
Ａ
地
区　

近
江　

孝
信

　

平
成
28
年
度
に
入
会
し
、
現
在

は
墓
園
や
す
ら
ぎ
の
森
で
就
業
し

て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
や
多
く

の
お
客
様
と
接
す
る
中
で
、
会
社
員
生
活
で
は
出
来
な

か
っ
た
経
験
や
出
会
い
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
と
の
繋
が
り
を
感
じ
、
多
少
と
も
社
会

に
貢
献
出
来
て
い
る
こ
と
で
、
心
も
体
も
健
康
で
過
ご

す
こ
と
が
出
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
過
去
に
ト
ラ
わ
れ
ず
、
新
し
い
こ
と
に

積
極
的
に
ト
ラ
い
す
る
一
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

桑
絹
地
区　

佐
藤　

照
世

　

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
、
４
年
に

な
り
ま
す
。
高
齢
の
母
と
同
居
し

て
い
る
こ
と
、
又
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
こ
と
で
、
仕
事
は
セ
ー
ブ
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん

も
同
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、
自
粛
生
活
が
２
年
に
及
び
、

楽
し
い
こ
と
が
何
も
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

で
も
女
性
委
員
会
で
行
わ
れ
た
小
物
作
り
や
気
功
体

験
等
と
て
も
楽
し
く
て
、
気
分
が
晴
れ
や
か
に
な
り
ま

し
た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
は
寅
年
で
も
最
強
の
五
黄
の
寅
だ
と
か
。
何
と

私
、
そ
れ
な
ん
で
す
。
何
か
良
い
こ
と
が
あ
り
そ
う
な

気
が
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
元
気
に
楽
し
く
生

き
た
い
と
思
い
ま
す
。Go

・
・
・Go

小
山シルバーフェスタin 2021開催

二
○
二
二
年 

寅
年
生
ま
れ
の
方

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
を
避
け
る
た
め
、

ス
テ
ー
ジ
部
門
（
寄
席
・
カ
ラ
オ
ケ
）

や
食
事
提
供
は
除
き
、
会
員
作
品
展
と

「
バ
ザ
ー
」
を
中
心
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、
会
員
・
市

民
と
の
貴
重
な
交
流
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。「
バ
ザ
ー
」
の
益
金
は
社
会
福
祉

協
議
会
の
ど
ん
ぐ
り
基
金
に
寄
付
し
ま

し
た
。

パソコン教室
パソコン愛好会

センター案内

バザー

会員作品展

年
男
・
年
女
コ
ー
ナ
ー

令和 3年 12月 4・5日　小山市立文化センター小ホール



第 83号	 小山シルバーだより	 令和 4年 1月 25日（6）

駒
ヶ
根
市
と
飯
島
町
、
中
川

村
、
宮
田
村
の
4
市
町
村
で
構

成
さ
れ
て
い
る
駒
ヶ
根
伊
南
Ｓ

Ｃ
は
、
稲
作
や
果
樹
栽
培
な
ど

の
農
業
が
盛
ん
な
地
域
に
あ
り
、

地
元
紙
に
4

年
連
続
で
契

約
金
額
の
増

加
が
報
じ
ら

れ
た
セ
ン

タ
ー
で
あ

る
。高

齢
化
が

進
ん
で
い
る

同
地
域
で

は
、
高
齢
者

先進センターの取り組　み事例紹介 その❸ 就業開発特集
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
の
３
重
要
テ
ー
マ
の
内
、①
安
全
就
業
②
会
員

増
強
を
２
回
に
わ
た
り
特
集
と
し
て
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
い
よ
い
よ
最

終
回
。「
就
業
開
発
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
前
２
回
同
様
に
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
―
事
業
協
会
発
行
の
「
月
刊 

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
他
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

内
容
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
文
中
「
Ｓ
Ｃ
」
の
表
記
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
略
称
で
す
。

世
帯
を
中
心
に
一
般
家
庭
か

ら
の
受
注
件
数
が
増
加
し
て

い
る
。

最
も
多
い
の
は
草
刈
り
、

草
取
り
で
、
4
月
下
旬
か
ら
11
月
下
旬
ご
ろ
ま

で
あ
り
、
同
じ
場
所
を
年
に
2
回
以
上
受
注
す

る
こ
と
も
あ
る
。
2
番
目
に
多
い
受
注
は
剪
定
。

3
番
目
に
多
い
の
は
農
業
支
援
で
、
リ
ン
ゴ
、

カ
キ
、
ク
リ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
か
ら
、

春
は
摘
果
、
秋
は
葉
摘
み
、
収
穫
な
ど
の
依
頼

を
受
け
て
い
る
。（
2
0
1
8
年
1
月
号
）

（
駒
ヶ
根
伊
南
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

【
市
、
商
工
会
と
連
携
・
協
力
し
て
】

会
員
の
就
業
機
会
と
生
き
が
い
を
創
出
す
る

と
同
時
に
、
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
と
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
市
に
「
空
き
家
管

理
業
務
」
の
取
り
組
み

を
申
し
入
れ
る
。
ま
た
、

市
の
商
工
会
と
も
連
携

す
る
こ
と
を
提
案
し
、

セ
ン
タ
ー
と
の
3
者
で

取
組
む
こ
と
に
な
っ

た
。商

工
会
と
の
連
携
提

案
は
、
空
き
家
の
管
理

業
務
に
は
高
所
作
業
や

大
規
模
な
修
繕
な
ど
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
依
頼
者
（
空
き
家

の
所
有
者
）
に
専
門
業
者
を
紹
介
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
商
工
会
と
の
連
携
・
協
力
が
必

要
と
の
判
断
か
ら
提
案
し
た
も
の
。

【
3
者
の
連
携
、
協
力
に
よ
る
事
業
】

《
市
が
行
う
業
務
》

①
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
に

務
め
る

②
所
有
者
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場

合
、
商
工
会
、
シ
ル
バ
ー
を
紹
介
す
る

《
商
工
会
が
行
う
業
務
》

①
シ
ル
バ
ー
が
行
う
業
務
以
外
に
つ
い
て
シ

ル
バ
ー
と
事
前
協
議
し
て
契
約
す
る

《
シ
ル
バ
ー
が
行
う
業
務
》

①
空
き
家
の
見
回
り

②
除
草
、
つ
た
等
の
撤
去

③
植
木
の
剪
定
、
枝
下
ろ
し
、

長
岡
Ｓ
Ｃ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
活
動
が
制
限
さ
れ
な
が
ら
も
、

「
〝
新
し
い
日
常
〞
に
は
〝
新
し

い
需
要
〞
が
あ
る
は
ず
」
と
の

発
想
で
、「
こ
ん
な
お
手
伝
い
が

で
き
ま
す
」
と
い
う
新
し
い
日

常
に
即
し
た
、
業
務
提
案
型
の

営
業
を
積
極
的
に
展
開
し
、
就

業
の
確
保
に
励
ん
で
い
る
。

①
市
役
所
へ
の
提
案

学
校
や
保
育
施
設
で
の
消
毒

作
業
や
児
童
・
生
徒
の
登
校
時
検

温
チ
ェ
ッ
ク
支
援
な
ど
教
員
の
負

担
を
軽
減
す
る
手
伝
い
、
ま
た
、

外
出
を
控
え
て
い
る
人
の
た
め
の

行
政
書
類
の
提
出
代
行
。

②
保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど
へ

提
案

市
内
に
あ
る
す
べ
て
の
保
育

伐
採
（
高
さ
5
ｍ
以
内
）

④
修
理
、
修
繕
（
小
規
模
な
も
の
の
み
）

（
2
0
1
7
年
2
月
号
）

（
久
喜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

園
、
幼
稚
園
な
ど
の
管
理
者
に
向
け
、
職
員
の

負
担
軽
減
の
一
助
と
し
て
施
設
や
遊
具
等
の
消

毒
、
清
掃
、
園
庭
の
草
刈
り
な
ど
を
提
案
す
る

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
作
成
発
送
す
る
。

③
寺
院
へ
の
提
案

墓
地
清
掃
や
境
内
の
草
刈
り
、
除
草
剤
散
布

な
ど
手
伝
い
を
提
案
す
る
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
市
内

の
全
寺
院
に
配
布
。

④
不
動
産
業
者
へ
の
提
案

顧
客
な
ど
か
ら
相
談
を
受
け
た
土
地
や
建
物

の
草
刈
り
、
清
掃
な
ど
の
手
伝
い
を
提
案
す
る

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
市
内
に
あ
る
す
べ
て
の
不
動
産

業
者
に
配
布
。

⑤
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の
提
案

相
談
を
受
け
る
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
の
解
決

の
中
で
、
長
岡
市
Ｓ
Ｃ
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

手
伝
え
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ラ
シ
を
作
成
。

行
政
の
協
力
を
得
て
市
内
す
べ
て
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
へ
配
布
。

⑥
そ
の
他

体
育
館
や
劇

場
な
ど
に
対
し

て
、
消
毒
作
業

を
手
伝
え
る
こ

と
や
、
道
の
駅

や
、
観
光
交
流

拠
点
施
設
の
指

定
管
理
者
お
よ

び
各
テ
ナ
ン
ト

責
任
者
に
向
け

て
、
施
設
の
オ
ー
プ
ン
前
か
ら
、
人
材
セ
ン
タ
ー

の
マ
ン
パ
ワ
ー
活
用
を
提
案
す
る
訪
問
営
業
を

実
施
し
て
い
る
。（
2
0
2
0
年
11
月
号
）

（
長
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

農
業
、果
樹
園
芸
、草
刈
り
支
援

業
務
提
案
型
営
業
の
展
開

空
き
家
等
の

　
　管
理
事
業
に
取
組
む

理
事
長
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
今
回
は
特
集
三
回
目
で
、「
就
業
開
発
」
に
つ
い
て
、

三
つ
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
一
例
目
は
、
駒
ケ
根
伊
南
シ
ル
バ
ー
の
農
業
支
援
に

つ
い
て
、
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
下
野
市
、
野
木

町
と
協
議
し
、
小
山
農
協
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
の
で
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。

　
二
例
目
は
、
久
喜
市
の
空
き
家
管
理
に
つ
い
で
は
当

セ
ン
タ
ー
で
は
お
仕
事
は
受
け
て
い
ま
す
が
、
市
へ
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
大
事
と
感
じ
ま
し
た
。

　
三
例
目
は
、
長
岡
市
の
関
係
機
関
へ
の
業
務
提
案
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
も
幼
稚
園
連
合

会
、
仏
教
会
、
農
協
等
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
が
、
ア

プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
に
工
夫
が
必
要
と
思
い
ま
し
た
。

久喜市シルバー人材センターHPより

駒ヶ根伊南シルバー人材センターHPより

長岡市シルバー人材センター広報誌より
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の
4
市
町
村
で
構

成
さ
れ
て
い
る
駒
ヶ
根
伊
南
Ｓ

Ｃ
は
、
稲
作
や
果
樹
栽
培
な
ど

の
農
業
が
盛
ん
な
地
域
に
あ
り
、

地
元
紙
に
4

年
連
続
で
契

約
金
額
の
増

加
が
報
じ
ら

れ
た
セ
ン

タ
ー
で
あ

る
。高

齢
化
が

進
ん
で
い
る

同
地
域
で

は
、
高
齢
者

先進センターの取り組　み事例紹介 その❸ 就業開発特集
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
の
３
重
要
テ
ー
マ
の
内
、①
安
全
就
業
②
会
員

増
強
を
２
回
に
わ
た
り
特
集
と
し
て
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
い
よ
い
よ
最

終
回
。「
就
業
開
発
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
前
２
回
同
様
に
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
―
事
業
協
会
発
行
の
「
月
刊 

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
他
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

内
容
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
文
中
「
Ｓ
Ｃ
」
の
表
記
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
略
称
で
す
。

世
帯
を
中
心
に
一
般
家
庭
か

ら
の
受
注
件
数
が
増
加
し
て

い
る
。

最
も
多
い
の
は
草
刈
り
、

草
取
り
で
、
4
月
下
旬
か
ら
11
月
下
旬
ご
ろ
ま

で
あ
り
、
同
じ
場
所
を
年
に
2
回
以
上
受
注
す

る
こ
と
も
あ
る
。
2
番
目
に
多
い
受
注
は
剪
定
。

3
番
目
に
多
い
の
は
農
業
支
援
で
、
リ
ン
ゴ
、

カ
キ
、
ク
リ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
か
ら
、

春
は
摘
果
、
秋
は
葉
摘
み
、
収
穫
な
ど
の
依
頼

を
受
け
て
い
る
。（
2
0
1
8
年
1
月
号
）

（
駒
ヶ
根
伊
南
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

【
市
、
商
工
会
と
連
携
・
協
力
し
て
】

会
員
の
就
業
機
会
と
生
き
が
い
を
創
出
す
る

と
同
時
に
、
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
と
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
市
に
「
空
き
家
管

理
業
務
」
の
取
り
組
み

を
申
し
入
れ
る
。
ま
た
、

市
の
商
工
会
と
も
連
携

す
る
こ
と
を
提
案
し
、

セ
ン
タ
ー
と
の
3
者
で

取
組
む
こ
と
に
な
っ

た
。商

工
会
と
の
連
携
提

案
は
、
空
き
家
の
管
理

業
務
に
は
高
所
作
業
や

大
規
模
な
修
繕
な
ど
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
依
頼
者
（
空
き
家

の
所
有
者
）
に
専
門
業
者
を
紹
介
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
商
工
会
と
の
連
携
・
協
力
が
必

要
と
の
判
断
か
ら
提
案
し
た
も
の
。

【
3
者
の
連
携
、
協
力
に
よ
る
事
業
】

《
市
が
行
う
業
務
》

①
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
に

務
め
る

②
所
有
者
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場

合
、
商
工
会
、
シ
ル
バ
ー
を
紹
介
す
る

《
商
工
会
が
行
う
業
務
》

①
シ
ル
バ
ー
が
行
う
業
務
以
外
に
つ
い
て
シ

ル
バ
ー
と
事
前
協
議
し
て
契
約
す
る

《
シ
ル
バ
ー
が
行
う
業
務
》

①
空
き
家
の
見
回
り

②
除
草
、
つ
た
等
の
撤
去

③
植
木
の
剪
定
、
枝
下
ろ
し
、

長
岡
Ｓ
Ｃ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
活
動
が
制
限
さ
れ
な
が
ら
も
、

「
〝
新
し
い
日
常
〞
に
は
〝
新
し

い
需
要
〞
が
あ
る
は
ず
」
と
の

発
想
で
、「
こ
ん
な
お
手
伝
い
が

で
き
ま
す
」
と
い
う
新
し
い
日

常
に
即
し
た
、
業
務
提
案
型
の

営
業
を
積
極
的
に
展
開
し
、
就

業
の
確
保
に
励
ん
で
い
る
。

①
市
役
所
へ
の
提
案

学
校
や
保
育
施
設
で
の
消
毒

作
業
や
児
童
・
生
徒
の
登
校
時
検

温
チ
ェ
ッ
ク
支
援
な
ど
教
員
の
負

担
を
軽
減
す
る
手
伝
い
、
ま
た
、

外
出
を
控
え
て
い
る
人
の
た
め
の

行
政
書
類
の
提
出
代
行
。

②
保
育
園
、
幼
稚
園
な
ど
へ

提
案

市
内
に
あ
る
す
べ
て
の
保
育

伐
採
（
高
さ
5
ｍ
以
内
）

④
修
理
、
修
繕
（
小
規
模
な
も
の
の
み
）

（
2
0
1
7
年
2
月
号
）

（
久
喜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

園
、
幼
稚
園
な
ど
の
管
理
者
に
向
け
、
職
員
の

負
担
軽
減
の
一
助
と
し
て
施
設
や
遊
具
等
の
消

毒
、
清
掃
、
園
庭
の
草
刈
り
な
ど
を
提
案
す
る

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
作
成
発
送
す
る
。

③
寺
院
へ
の
提
案

墓
地
清
掃
や
境
内
の
草
刈
り
、
除
草
剤
散
布

な
ど
手
伝
い
を
提
案
す
る
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
市
内

の
全
寺
院
に
配
布
。

④
不
動
産
業
者
へ
の
提
案

顧
客
な
ど
か
ら
相
談
を
受
け
た
土
地
や
建
物

の
草
刈
り
、
清
掃
な
ど
の
手
伝
い
を
提
案
す
る

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
市
内
に
あ
る
す
べ
て
の
不
動
産

業
者
に
配
布
。

⑤
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
の
提
案

相
談
を
受
け
る
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
の
解
決

の
中
で
、
長
岡
市
Ｓ
Ｃ
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

手
伝
え
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ラ
シ
を
作
成
。

行
政
の
協
力
を
得
て
市
内
す
べ
て
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
へ
配
布
。

⑥
そ
の
他

体
育
館
や
劇

場
な
ど
に
対
し

て
、
消
毒
作
業

を
手
伝
え
る
こ

と
や
、
道
の
駅

や
、
観
光
交
流

拠
点
施
設
の
指

定
管
理
者
お
よ

び
各
テ
ナ
ン
ト

責
任
者
に
向
け

て
、
施
設
の
オ
ー
プ
ン
前
か
ら
、
人
材
セ
ン
タ
ー

の
マ
ン
パ
ワ
ー
活
用
を
提
案
す
る
訪
問
営
業
を

実
施
し
て
い
る
。（
2
0
2
0
年
11
月
号
）

（
長
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

農
業
、果
樹
園
芸
、草
刈
り
支
援

業
務
提
案
型
営
業
の
展
開

空
き
家
等
の

　
　管
理
事
業
に
取
組
む

理
事
長
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
今
回
は
特
集
三
回
目
で
、「
就
業
開
発
」
に
つ
い
て
、

三
つ
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
一
例
目
は
、
駒
ケ
根
伊
南
シ
ル
バ
ー
の
農
業
支
援
に

つ
い
て
、
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
下
野
市
、
野
木

町
と
協
議
し
、
小
山
農
協
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
の
で
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。

　
二
例
目
は
、
久
喜
市
の
空
き
家
管
理
に
つ
い
で
は
当

セ
ン
タ
ー
で
は
お
仕
事
は
受
け
て
い
ま
す
が
、
市
へ
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
大
事
と
感
じ
ま
し
た
。

　
三
例
目
は
、
長
岡
市
の
関
係
機
関
へ
の
業
務
提
案
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
も
幼
稚
園
連
合

会
、
仏
教
会
、
農
協
等
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
が
、
ア

プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
に
工
夫
が
必
要
と
思
い
ま
し
た
。

久喜市シルバー人材センターHPより

駒ヶ根伊南シルバー人材センターHPより

長岡市シルバー人材センター広報誌より
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入

会

案

説

会

の

内

明

ご

　

入
会
は
60
歳
以
上
の
小
山
市
民
で
す
。
70
歳

以
上
の
方
も
入
会
で
き
ま
す
。

令
和
４
年
２
月
１
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

令
和
４
年
３
月
１
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

令
和
４
年
４
月
５
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

令
和
４
年
５
月
10
日（
火
）午
後
１
時
30
分
か
ら

※
会
場
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
す
。

会
報
　
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
第
83
号

発
行
日	

令
和
4
年
１
月
25
日

発
行
所	

小
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
２
８
５（
28
）４
１
３
０

	

〒
３
２
３

−

０
８
２
９

	

小
山
市
東
城
南
5
丁
目
15
番
地
8

編　

集	

広
報
部
会

気

功

体

験

講

座

女
性
委
員
会
で
は
日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消

し
、
健
康
増
進
を
図
る
ね
ら
い「
気
功
体
験
講
座
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
８
月
に
前
半
の
講
座
を
開

き
ま
し
た
が
、
後
半
の
講
座
は
、
コ
ロ
ナ
の
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
延
期
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
を
受
け
て
、

10
月
27
日
に
２
回
目
の
講
座
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

10
名
の
参
加
を
得
、
皆
さ
ん
元
気
な
良
い
汗

を
か
き
、
楽
し
い
時
間
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た

と
好
評
で
し
た
。
体
験
後
に
は〝
今
後
は
ぜ
ひ
コ

ー
ス
に
し
て
欲
し
い
〟と
の
意
見
を
頂
き
、
今
度

は
男
性
に
も
お
誘
い
し
て
開
催
し
た
い
と
計
画

し
て
い
ま
す
。

地
区
長
・
副
地
区
長
会
議

恒
例
の
地
区
長
・
副
地
区
長
会
議
が
12
月
13
日
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
地
区
別
ク
リ
ー
ン

作
戦
、
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
地
区
の
活
動
状
況
及
び
今
後
の
予
定

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

職

群

班

班

長

会

議

11
月
30
日
下
半
期
の
職
群
班
班
長
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
午
前
が
公
共
・
草
取
り
植
木
の
個
人
関
係
、

午
後
が
駐
輪
場
・
公
園
関
係
に
分
か
れ
て
の
開
催
で
し
た
。

内
容
は
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

の
結
果
及
び
事
故
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
質
疑
応
答
が
あ
り
、
終
了
し
ま
し
た
。

親
睦
会
コ
ー
ナ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
を
受
け
、

10
月
19
日（
火
）予
定
通
り「
日
光
杉
並
木
健
康
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
」を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
22
名
、

天
候
は
う
す
曇
で
程
良
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和

で
し
た
。

30
ｍ
を
超
す
杉
の
大
木
が
道
の
両
側
に
連
な

る
日
光
杉
並
木
。
立
ち
止
ま
り
振
り
返
る
と
鬱

蒼
と
し
た
杉
の
大
木
に
包
ま
れ
た
様
は
江
戸
時

代
か
ら
の
歴
史
の
重
み
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

大
き
な
水
車
の

あ
る「
杉
並
木
公

園
」で
昼
食
・
休

憩
を
と
り
、
二
宮

尊
徳
神
社
等
を
巡

り
、
帰
途
に
つ
き

ま
し
た
。

楽
し
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
と
な
り
ま

し
た
。

�（
増
田
滋
会
長
）

親
睦
会「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」開
催


